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Ｑ遠藤　地域おこし協力隊（ふるさと学習支
援員、学校ICT支援員）の活動実績は。

Ａ教育振興課長　ふるさと学習支援員は沢木・
共栄小学校での学習支援のほか、地域児童の体
力増進支援も行っている。また、放課後教室も
計画中。ＩＣＴ支援員は雄武中学校をホーム校
として各校の支援を行うほか、プログラミング
教室を検討中。

Ｑ嶋村　３年の年限を迎える地域おこし協力
隊員の今後の対応は。

Ａ産業振興課長　コロナ発生により年限は５
年に伸びている。観光支援員は４年目も継続の
意向。

Ｑ栁原　地域おこし協力隊の応募状況は。

Ａ財務企画課長　拠点活動支援員（ひので丸）、
学校ＩＣＴ支援員、活動支援員（社協）を募集し
たが採用に至らなかった。改めて各課で仕事の掘
り起こしをはじめ年度内に募集事務を行う。

Ｑ遠藤　特定健康診査受診率が25.7％とある
が、目標値と受診率アップへの取り組みは。

Ａ福祉給付課長　令和５年度は受診率40％を
目標として受診率向上に向け取り組んでいる。

Ｑ遠藤　中小企業等振興助成金の令和４年度
新規１件の内訳は。

Ａ産業振興課長　助成金の新規分は水産加工
場の真空包装機1台の導入に対する助成。

Ｑ遠藤　地域交流センター利用者が令和3年度
54人から令和4年度216人と増えた理由は。

Ａ産業振興課長　交流センター利用者の増は外
国人技能実習生に対する講習の再開によるもの。

行 政 報 告 等 に か か る
質 疑 応 答

夏の定例 会報告
◎
令
和
３
年
度
各
会
計
決
算
見

込
額
に
つ
い
て

一
般
会
計
歳
入

　

73
億
１
７
２
１
万
６
千
円

一
般
会
計
歳
出

　

67
億
７
４
６
５
万
８
千
円

◎
懸
案
事
項
に
お
け
る
要
望
活

動
に
つ
い
て

西
紋
別
地
区
総
合
開
発
期
成
会

▼
一
般
国
道
238
号
線
（
雄
武
町

上
沢
木
～
川
尻
）
防
雪
対

策
事
業
の
促
進
に
つ
い
て

ほ
か
13
件

高
規
格
道
路
旭
川
・
紋
別
自
動

車
道
早
期
建
設
促
進
期
成
会

▼
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化

の
た
め
の
５
か
年
加
速
化

対
策
に
必
要
な
予
算
・
財

源
の
確
保
と
計
画
的
な
事

業
の
推
進
ほ
か
３
件

◎
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て

・
対
策
本
部
会
議
開
催
状
況

　

計
９
回
開
催

・
雄
武
町
で
の
新
規
感
染
者
数

（
北
海
道
発
表
）

　

令
和
４
年
３
月
20
日
～

�

５
月
21
日　

計
36
人

・
ワ
ク
チ
ン
第
２
期
追
加
接
種

（
４
回
目
接
種
）

〈
期
間
〉

　

７
月
５
日
～
９
月
30
日

〈
接
種
実
施
機
関
〉

　

国
保
病
院

　

山
口
ク
リ
ニ
ッ
ク

◎
国
保
病
院
の
診
療
体
制
に
つ

い
て

　

内
科
勤
務
医
師
が
令
和
４
年

５
月
７
日
付
を
も
っ
て
退
職
さ

れ
た
。
内
科
診
療
に
つ
い
て
は

北
海
道
地
域
医
療
振
興
財
団
か

ら
の
紹
介
を
受
け
た
代
務
医
師

に
よ
る
診
療
、
医
療
連
携
先
で

あ
る
豊
岡
中
央
病
院
か
ら
月
１

回
の
医
師
派
遣
、
以
前
、
定
期

非
常
勤
医
師
と
し
て
勤
務
し
て

い
た
だ
い
た
高
井
医
師
に
ご
支

援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
内
科

診
療
体
制
を
確
保
し
て
い
る
。

引
き
続
き
後
任
の
常
勤
医
師
確

保
に
向
け
取
り
組
む
。

行
政
報
告
（
石
井
町
長
）
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Ｑ栁原　副反応が少ないと言われるノババッ
クス製のワクチン接種に今後どのように対応し
ていくのか。導入する方向で検討を。

Ａ健康推進課長　ノババックスは４回目接種には
使えない。４回目接種を９月末までに完了させる
必要があるため、ノババックスを使った接種日を
確保することができない。接種スケジュールに余
裕が生じた際には医療機関と協議を行う。

Ｑ 栁原　特養の待機者数は 47 名、うち在宅
10 名、要介護３以上の方が 36 名。実際には
このような人数はいないと３月一般質問で答弁
があったが、具体的な説明を聞きたい。

Ａ福祉給付課長　在宅以外の 37 名は現在、別
の特養に入所中の方や医療的ケアが必要で入院
中の方などであり、早急に入所が必要ではない
ととらえている。在宅についても要介護３以上
の方についてはショートステイやデイサービス
を利用しながら生活している。

Ｑ溝田　令和４年ストックヤード資源ゴミ＋
4.7 トン、不燃ゴミ－ 28.6 トン。分析結果は。

Ａ住民生活課長　令和４年度は、まだ２か月分
の実績しかないため、詳細を分析しきれていない。
可燃ゴミは広域ごみ処理センターへの搬出となる
ため、今後さらに減少していくという推測。

Ｑ嶋村　自己都合で退職された方の年齢構成は。

Ａ総務課長　３月 31 日付退職者のうち、60 歳定年４名、20 代
（一身上の都合）１名、60 代（再任用の更新希望なし）１名。

Ｑ嶋村　政策公募の応募件数０件。事業費の積算まで求める応
募要項を見直し、緩やかな形で応募できるようにしては。

Ａ財務企画課長　令和２年度から事業費の未記載も認める等、
ハードルを下げている。今後も応募しやすいよう取り組んでいく。

Ｑ嶋村　行政事務報告に記載されている農業
実績を細分化して表示して欲しい。

Ａ産業振興課長　次回以降で検討する。

Ｑ栁原　歳入歳出の差引５億 4400 万円の要
因と概要を教えて欲しい。

Ａ財務企画課長　繰越明許費等を差し引き剰
余金３億 7976 万４千円。普通交付税の再算定
による増額や歳出における不用額によるもの。

Ｑ栁原　職員住宅の入居状況と空き部屋戸数、
空き部屋の運用予定は。

Ａ税財管理課長　現在の空き戸数３戸。現在
募集している職員の利用を見込んでいる。

Ｑ栁原　4月１日付で30名の人事異動があり、
５月 30 日付でまた 3 名が異動している。同じ
方が元に戻るような人事がなぜ行われるのか。

Ａ総務課長　個人情報もあるため詳細は控え
る。定時の人事異動後に生じた欠員があり、体
制整備を図ることを目的とした異動となる。

夏の定例 会報告
6月9～10日（2日間）の内容
●行政報告（町長）
●行政事務報告（副町長）
●教育行政報告（教育長）
●一般質問（５名）
●報告５件
●各会計補正予算２件
●条例改正１件
●工事請負契約５件
●その他議案６件
●意見案１件

↓
次
は　
一
般
質
問
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会
で
、
町
長
は
病
院
管
理
者
は
院

長
な
の
で
、
院
長
が
再
雇
用
の
ハ

ン
コ
を
押
さ
な
い
限
り
ど
う
に
も

な
ら
な
い
と
発
言
さ
れ
て
い
ま

す
。
町
長
は
継
続
雇
用
の
意
志
は

あ
る
ん
で
す
か
。

町
長　

以
前
契
約
更
新
の
話
を
し

た
時
に
は
平
岡
医
師
は
継
続
勤
続

の
意
思
は
あ
り
ま
し
た
が
、
開
設

者
と
管
理
者
で
の
協
議
に
よ
り
人

事
は
決
め
る
も
の
で
あ
り
、
私
の

一
存
で
決
め
る
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。
協
議
の
結
果
こ
の
よ
う
な
結

果
と
な
っ
た
。

　

自
ら
常
勤
医
師
の
確
保
は
行

政
の
最
重
要
課
題
と
し
な
が
ら
、

町
長
自
ら
の
意
思
は
な
い
の
か
。

町
長　

病
院
運
営
は
開
設
者
と
管

理
者
と
の
関
係
で
成
り
立
つ
も
の

で
あ
り
、
私
の
一
存
で
再
雇
用
し

ま
す
、
と
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
長
に
継
続
雇
用
し
な
い

理
由
を
聞
き
ま
し
た
か
。

町
長　

診
療
方
針
の
違
い
と
感
じ

ま
し
た
が
、
踏
み
込
ん
で
は
い
け

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

常
勤
医
師
が
着
任
し
、
町
民

が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る

体
制
と
な
り
つ
つ
あ
る
の
に
、
病
院

長
が
そ
れ
を
打
ち
切
り
、
町
長
が
そ

れ
に
追
随
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
。

町
長　

平
岡
医
師
か
ら
の
契
約
期

間
の
申
し
出
で
あ
り
、
私
は
解
雇

し
た
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

病
院
長
の
任
命
権
者
は
誰
で

す
か
。

町
長　

任
命
権
者
は
私
で
す
。

　

町
民
は
「
病
院
長
が
雇
用
契

約
延
長
を
決
裁
し
な
い
た
め
、
辞

め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
を

町
長
は
追
認
し
た
」
と
思
っ
て
ま

す
。
ど
う
反
論
し
ま
す
か
。

町
長　

私
も
院
長
に
対
し
、
何
と

か
も
う
１
年
様
子
を
見
て
い
た
だ

け
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
お
願
い

し
た
訳
で
す
け
ど
も
、
聞
き
入
れ

ら
れ
な
か
っ
た
と
い
う
経
緯
も
あ

る
が
、
開
設
者
と
管
理
者
と
の
協

議
に
よ
り
私
が
判
断
し
た
。

　

議
長
に
お
願
い
で
す
が
、
今

後
議
論
を
進
め
る
上
で
必
要
な
資

料
請
求
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

① 

平
岡
医
師
と
の
雇
用
契
約
書

② 

雇
用
に
関
す
る
決
裁
文
書

③ 

平
岡
医
師
の
離
職
票

④ 

病
院
職
務
権
限
規
則

　

こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
が
、
国

保
病
院
内
に
は
大
変
大
き
な
問
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
問
題
が
顕
在

化
し
た
時
、
改
め
て
町
長
の
考
え

を
質
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
議

論
を
整
理
し
て
お
か
な
い
と
、
町

民
の
不
安
や
疑
問
が
ま
す
ま
す
拡

大
し
て
い
き
ま
す
。
石
井
町
長
に

と
っ
て
も
今
後
の
行
政
執
行
上
、

大
き
な
足
か
せ
に
な
っ
て
く
る
と

思
い
ま
す
。

国
保
病
院
通
院
バ
ス
の
利
用
促

進
に
つ
い
て

　

ま
ち
づ
く
り
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
で
幌
内
女
性
、
沢
木
男
性
２
名

の
通
院
者
が
誰
で
も
利
用
で
き
る

運
行
の
意
見
が
あ
る
中
、
国
保
病

院
通
院
者
以
外
の
乗
車
を
認
め
な

い
の
は
な
ぜ
か
。

町
長　

新
谷
事
務
長
が
話
し
た
と

お
り
、
補
助
金
・
交
付
金
の
関
係

で
乗
せ
る
の
は
難
し
い
。
今
後
、
町

の
公
共
交
通
を
考
え
て
い
き
た
い
。

町
長
は
平
岡
医
師
に
対
す
る
雇
用
契
約
の
意
思
は
あ
る
の
か

平
岡
医
師
に
は
継
続
勤
務
の
意
思
は
あ
っ
た
が
、

 

病
院
長
の
意
思
は
無
視
で
き
な
い
（
町
長
）

国
保
病
院
運
営
に
係
る
町
民
の

疑
問
に
つ
い
て

　

本
年
３
月
頃
か
ら
常
勤
内
科

医
師
退
職
の
噂
が
広
が
り
、
４
月

７
日
議
会
全
員
協
議
会
で
町
長
よ

り
５
月
７
日
で
退
職
す
る
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
説
明
は
曖

昧
な
も
の
で
し
た
。
４
月
８
日
に

国
保
病
院
の
お
知
ら
せ
で
「
５
月

７
日
契
約
満
了
で
退
職
」
と
い
う

告
知
が
あ
り
、
な
ぜ
退
職
な
の
か

疑
問
が
広
が
っ
て
い
る
が
。

町
長　

本
人
か
ら
１
か
月
か
２
か

月
の
契
約
の
申
し
出
も
あ
り
、
病

院
長
、
当
該
医
師
と
協
議
の
上
、

５
月
７
日
ま
で
の
契
約
と
し
た
。

　

対
外
的
に
は
「
町
と
し
て
引

き
続
き
勤
務
し
て
欲
し
く
説
得
を

続
け
た
が
、
医
師
の
意
向
に
よ
り
退

職
と
な
っ
た
」と
説
明
し
て
い
る
が
。

町
長　

あ
く
ま
で
も
本
人
か
ら
の

申
し
出
を
踏
ま
え
て
お
り
、
自
己

都
合
の
退
職
で
す
。

　　

４
月
７
日
の
議
員
全
員
協
議

一般質問

嶋
し ま む ら

村　義
よ し ふ み

文 議員
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町
長
の
雄
武
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構
想
へ
の
考
え
は

酪
農
業
が
将
来
ど
う
な
る
か
先
の
見
え
な
い
状
況
の
た
め
、

 

現
状
で
は
難
し
い
（
町
長
）

合
葬
墓
の
美
化
に
つ
い
て

　

新
し
い
お
墓
の
ニ
ー
ズ
に
対

応
し
た
合
葬
墓
は
時
代
に
合
っ
た

も
の
。
一
方
、
合
葬
墓
の
周
り
に

は
枯
れ
た
松
の
苗
木
が
あ
る
だ
け

で
寒
々
し
く
納
骨
さ
れ
て
い
る
方

を
弔
う
に
は
寂
し
い
。
平
成
30
年

に
近
隣
町
村
の
合
葬
墓
納
骨
塚
の

視
察
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
を

雄
武
町
の
合
葬
墓
に
ど
う
活
か
し

た
の
か
。

住
民
生
活
課
長　

訓
子
府
町
、
清

里
町
、
斜
里
町
の
視
察
は
私
も

行
っ
て
見
て
き
た
。
市
町
村
に

よ
っ
て
お
金
の
か
け
方
や
石
の
種

類
も
様
々
で
あ
る
が
、
雄
武
町
と

し
て
は
、
過
度
に
費
用
を
か
け
て

整
備
す
る
の
で
は
な
く
て
、
平
均

的
な
施
設
に
し
た
。

　

今
後
、
合
葬
墓
の
周
り
を
さ

ら
に
美
化
し
て
い
く
予
定
は
あ
る

の
か
。

住
民
生
活
課
長　

今
の
と
こ
ろ
新

た
な
予
算
を
組
ん
で
環
境
美
化
を

行
う
予
定
は
な
い
。
例
年
墓
地
墓

苑
の
維
持
管
理
を
業
務
委
託
し
て

い
る
が
、
そ
の
中
で
環
境
美
化
に

努
め
て
い
き
た
い
。
松
の
苗
木
に

つ
い
て
は
、
様
子
を
見
な
が
ら
植

え
替
え
等
の
対
応
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
現
な
ど
の
持
続

可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

　

町
長
は
、
春
の
町
政
執
行
方

針
で
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い
う
言
葉
を
農

業
振
興
の
章
で
１
回
の
み
使
っ

た
。
今
回
、
私
の
一
般
質
問
に
対

し
て
さ
ら
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て

思
い
を
め
ぐ
ら
せ
た
と
し
た
ら
、

そ
れ
が
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

町
長　

ス
マ
ー
ト
農
業
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

に
取
り
組
ん
で
、
雄
武
丘
陵
地
区

の
大
規
模
草
地
化
を
し
な
が
ら
下

地
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
ま
た
、
５
Ｇ
通
信
網

が
山
間
部
で
確
立
さ
れ
な
い
と
、

ス
マ
ー
ト
農
業
が
前
に
進
ん
で
い

か
な
い
。
総
務
省
が
掲
げ
て
い
る

デ
ジ
タ
ル
地
方
創
生
に
向
け
て
、

公
共
交
通
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
や
誰

も
が
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
っ
て

い
け
る
よ
う
な
取
り
組
み
な
ど
は

今
後
必
要
で
は
な
い
か
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
、
完
全
に
自
治
体
は
体

を
な
さ
な
く
な
る
。
直
近
で
は
、

阿
武
町
の
給
付
金
の
誤
振
込
は
、

デ
ジ
タ
ル
に
長
け
て
い
な
い
が
た

め
に
起
こ
っ
た
事
例
。
町
長
が
デ

ジ
タ
ル
化
を
重
要
視
し
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
自
動
化
で
き
る
も
の

は
ど
ん
ど
ん
自
動
化
し
て
い
き
、

職
員
の
不
足
分
を
埋
め
合
わ
せ
て

い
く
こ
と
も
可
能
だ
と
思
う
。

　

北
海
道
は
２
０
５
０
年
ま
で

に
、
道
内
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
北
海
道
の
実
現
を
目
指
し
て

い
る
。
町
で
は
、
雄
武
町
バ
イ
オ

マ
ス
産
業
都
市
構
想
が
大
き
く
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
に
貢
献
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

理
念
と
あ
わ
せ
て
、
現
状
、
そ
し
て

未
来
像
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

産
業
振
興
課
長　

昨
年
策
定
し
た

雄
武
町
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
構

想
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
に

沿
っ
た
効
果
は
、
地
球
温
暖
化
防

止
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
創
出
、
防
災
、

減
災
の
対
策
、
地
域
の
活
性
化
、

流
入
人
口
の
増
加
に
よ
る
経
済
効

果
の
創
出
、
環
境
教
育
、
地
域
環

境
の
保
全
な
ど
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17

項
目
の
う
ち
13
項
目
と
関
連
が
出

る
。
現
在
協
議
中
の
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

未
だ
検
討
段
階
で
あ
る
が
、
も
し

こ
れ
が
で
き
れ
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

点
か
ら
も
効
果
が
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。

　

町
長
の
雄
武
町
バ
イ
オ
マ
ス

産
業
都
市
構
想
へ
の
考
え
は
。

町
長　

社
会
情
勢
の
変
化
に
伴

い
、
酪
農
業
が
将
来
ど
う
な
る
か

先
の
見
え
な
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
。
現
状
で
は
地
域
の
負
担
率
の

部
分
が
難
し
い
。
建
設
費
も
当
初

よ
り
か
か
る
の
で
、
も
っ
と
い
い

制
度
が
な
い
か
時
間
を
置
い
て
検

討
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
町
と
し

て
は
進
め
た
い
が
、
先
延
ば
し
と

い
う
形
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

２
、３
年
前
ま
で
は
、
好
況

だ
っ
た
産
業
が
、
一
気
に
停
滞
の

方
向
に
進
ん
で
い
く
の
が
、
今
の

世
界
の
流
れ
だ
と
思
う
。
町
の
中

で
経
済
を
回
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
い
か
な
い
と
、
北
海
道

の
片
田
舎
の
小
さ
な
町
は
立
ち
行

か
な
く
な
っ
て
い
く
と
い
う
危
機

感
は
あ
る
。

一般質問

佐
さ と う

藤　寧
やすし

議員

↓
次
は　
一
般
質
問
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や
り
た
い
と
思
う
。

雄
武
高
校
存
続
に
対
す
る
認
識

に
つ
い
て

　

雄
武
高
校
存
続
に
必
要
な
生

徒
数
は
何
名
か
。

町
長　

地
域
連
携
特
例
校
の
取
扱

い
と
し
て
、
基
本
的
に
１
学
年
20

名
と
理
解
し
て
い
る
。

　

２
年
４
か
月
前
の
臨
時
議
会

で
「
２
年
間
20
名
切
る
と
廃
校
」

と
町
長
は
答
弁
し
て
い
る
。い
つ
、

誰
か
ら
聞
い
た
か
。

町
長　

議
員
時
代
な
の
で
は
っ
き

り
覚
え
て
い
な
い
。

　

議
員
時
代
で
は
な
く
、
町
長

が
雄
武
高
校
奨
学
金
条
例
の
説
明

の
際
に
答
え
て
い
る
。
も
う
一
回

答
弁
を
し
て
頂
き
た
い
。

町
長　

あ
ま
り
記
憶
に
な
い
。

　

町
長
は
議
員
時
代
に
高
校
に

つ
い
て
２
回
質
問
し
て
い
る
。「
再

編
基
準
を
現
行
の
20
人
未
満
か
ら

10
人
未
満
に
緩
和
し
」
と
問
い
た

だ
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
か
。

町
長　

全
然
記
憶
が
な
い
。

　

２
年
４
か
月
前
の
記
憶
も
な

い
。
４
年
前
の
記
憶
も
な
い
人
が

町
長
を
や
っ
て
も
ら
っ
て
は
困

る
。
記
憶
に
な
い
だ
け
で
済
む
の

か
。
も
う
一
回
答
弁
を
。

町
長　

10
名
と
い
う
の
は
取
り
決

め
の
状
態
を
勘
案
し
て
言
っ
た
か

も
し
れ
な
い
。

町
長
の
職
務
専
念
つ
い
て

　

人
に
任
せ
ら
れ
る
仕
事
は
任

せ
て
、
課
題
山
積
の
町
行
政
に
向

か
う
た
め
の
公
私
の
区
別
は
で
き

て
い
る
か
。

町
長　

特
別
職
に
職
務
専
念
義
務

は
な
い
が
、
24
時
間
、
365
日
、
緊

張
感
を
も
っ
て
公
私
の
区
別
を

も
っ
て
業
務
を
し
て
い
る
。

　

雄
武
町
観
光
開
発
株
式
会
社

の
社
長
は
交
代
し
た
か
。

町
長　

株
主
総
会
で
、
ま
た
私
が

代
表
取
締
役
に
選
任
さ
れ
た
。

　

な
ぜ
そ
こ
ま
で
固
執
し
て
社

長
に
居
座
る
の
か
。

町
長　

居
座
っ
て
い
る
つ
も
り
は

な
い
。
思
い
入
れ
が
あ
り
軌
道
に

乗
る
ま
で
頑
張
り
た
い
。

　

石
井
測
量
設
計
株
式
会
社
は

町
長
が
い
な
い
と
成
り
立
た
な
い

会
社
か
。

町
長　

役
員
で
も
な
い
私
が
、
成

り
立
つ
か
成
り
立
た
な
い
か
を
答
え

る
の
は
、
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
使
途
に
つ

い
て

　

使
途
の
検
証
は
行
っ
た
か
。

財
務
企
画
課
長　

基
本
的
に
は
事

務
事
業
評
価
で
や
っ
て
い
る
が
、

財
源
の
内
訳
、
効
果
の
検
証
が
一

目
で
分
か
る
よ
う
な
資
料
作
成
に

着
手
し
て
お
り
、
今
後
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

　

毎
年
同
じ
支
援
を
し
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
が
反
省
点
等
は
。

財
務
企
画
課
長　

令
和
２
年
度
か

ら
交
付
金
を
受
け
て
い
る
が
、
そ

の
時
々
で
有
効
な
支
援
が
で
き
た

と
認
識
し
て
い
る
。

高
速
医
療
バ
ス
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
か

で
き
れ
ば
年
度
内
に
実
証
実
験
を
行
い
、

 

私
の
任
期
中
に
や
り
た
い
（
町
長
）

町
長
の
選
挙
公
約
に
つ
い
て

　

町
長
は
選
挙
公
約
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長　

当
選
後
に
実
施
を
す
る
、

有
権
者
に
約
束
を
す
る
事
柄
と
考

え
て
い
る
。

　　

町
長
選
立
候
補
時
に
町
民
の

為
に
全
力
で
働
く
覚
悟
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
た
が
、
最
近
ト
ー
ン

ダ
ウ
ン
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
ご
自
身
の
感
覚
は
。

町
長　

コ
ロ
ナ
の
せ
い
に
す
る
わ

け
で
は
な
い
が
、
こ
の
２
年
間
は

内
部
協
議
・
外
部
協
議
が
で
き
な

く
足
踏
み
し
て
い
る
。

　　

町
長
の
任
期
は
残
り
１
年
３

か
月
ぐ
ら
い
で
あ
る
が
、
高
速
医

療
バ
ス
は
、
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

や
る
予
定
か
。

町
長　

で
き
れ
ば
年
度
内
に
実
証

実
験
を
行
い
、
私
の
任
期
中
に
は

一般質問

栁
やなぎはら

原　浩
ひ ろ ゆ き

之 議員
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沢
木
地
区
旧
海
水
浴
場
前
の
崖
、
早
急
に
岩
盤
の
健
全
性
調
査
を

抜
本
的
な
安
全
対
策
等
、検
証
結
果
を
待
っ
て
早
急
に
対
応
す
る
（
町
長
）

沢
木
地
区
旧
海
水
浴
場
前
の
崖

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
５
月
８
日
に
町
道

新
沢
木
海
岸
線
の
歩
道
部
に
落
石

が
見
ら
れ
た
。
大
き
さ
は
縦
横
150

セ
ン
チ
、
高
さ
70
セ
ン
チ
ほ
ど
。

令
和
３
年
２
月
14
日
に
も
程
近
い

場
所
で
縦
横
60
セ
ン
チ
の
落
石
が

あ
っ
た
。
昨
年
３
月
の
議
会
で
も

危
険
性
を
訴
え
て
い
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
再
度
落
石
が
発
生
し
、

こ
の
ま
ま
で
は
今
後
も
起
こ
り
得

る
こ
と
を
考
え
る
と
大
変
不
安
に

感
じ
て
い
る
。
昨
年
２
月
か
ら
今

年
５
月
ま
で
の
間
に
ど
の
よ
う
な

安
全
策
が
と
ら
れ
た
か
。

建
設
課
長　

昨
年
の
２
月
に
発
生

し
た
落
石
の
後
の
対
応
は
、
車
道

へ
転
が
ら
な
い
対
策
と
し
て
、
大

型
土
の
う
を
設
置
し
、
注
意
喚
起

の
看
板
も
設
置
し
ま
し
た
。
令
和

３
年
度
に
は
こ
の
崖
の
点
検
を
実

施
し
、
結
果
に
つ
い
て
は
落
石
防

護
ネ
ッ
ト
を
施
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

の
鋼
材
部
、
そ
ち
ら
の
変
状
は
な

く
健
全
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
ネ
ッ
ト
を
留
め

て
い
る
ア
ン
カ
ー
に
は
一
部
さ
び

が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、
強
度
的

に
は
問
題
が
な
く
経
過
観
察
と
い

う
点
検
結
果
で
す
。

　

調
査
を
行
っ
た
会
社
は
。

建
設
課
長　

委
託
先
は
石
井
測
量

設
計
株
式
会
社
で
す
。

　

町
長
に
尋
ね
る
が
、
こ
の
石

井
測
量
設
計
株
式
会
社
と
い
う
の

は
、
町
長
の
身
内
の
方
が
さ
れ
て

る
会
社
か
。

町
長　

私
の
次
男
が
経
営
し
て
い

る
会
社
で
す
。

　

今
回
、
競
争
入
札
を
行
っ
た

結
果
、
網
走
の
会
社
と
北
見
の
会

社
２
社
と
、
石
井
測
量
の
４
社

だ
っ
た
と
思
う
が
、
他
に
町
内
の

業
者
は
お
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
。

建
設
課
長　

町
内
に
は
、
こ
の
よ

う
な
業
務
が
で
き
る
業
者
は
お
り

ま
せ
ん
。

　
　

　

具
体
的
に
ど
う
い
う
点
検
を

行
っ
た
の
か
、
点
検
を
行
う
人
は

ど
う
い
う
資
格
を
持
っ
て
、
立
会

い
を
行
っ
た
の
か
。

建
設
課
長　

全
体
的
な
元
請
は
石

井
測
量
が
請
け
負
い
、
崖
の
部
分

は
熟
知
し
た
経
験
が
あ
る
と
い
う

と
こ
ろ
で
、
外
注
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

熟
知
し
た
経
験
が
あ
れ
ば
、

こ
の
調
査
は
有
資
格
者
で
は
な
く

て
も
で
き
る
調
査
と
い
う
こ
と

か
。
熟
知
し
て
い
れ
ば
。

建
設
課
長　

実
際
、
こ
う
い
う
業

務
は
経
験
が
あ
れ
ば
で
き
る
部
分

で
は
あ
り
ま
す
。

　

５
月
８
日
以
降
の
対
応
は
。

建
設
課
長　

今
年
、
５
月
８
日
に

落
石
が
発
生
し
た
箇
所
に
つ
き
ま

し
て
は
、
車
道
に
転
が
り
落
ち
る

恐
れ
が
あ
る
箇
所
、
区
間
に
つ
い

て
応
急
的
な
対
策
で
は
あ
り
ま
す

が
、
大
型
土
の
う
の
設
置
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
道
路
は
バ
ス
路
線
で
あ

る
と
同
時
に
地
域
住
民
の
生
活
道

で
も
あ
る
。
日
の
出
岬
温
泉
に
来

ら
れ
る
方
の
観
光
道
路
の
役
割
も

果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
町
民

の
生
命
と
安
全
を
確
保
す
る
た
め

に
崖
の
岩
盤
の
健
全
性
の
調
査
を

早
急
に
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
長
は
ど
の
よ
う
に
お
考
え
か
。

町
長　

寒
地
土
木
研
究
所
の
検
証

結
果
を
待
っ
て
早
急
に
、
抜
本
的

な
安
全
対
策
等
、
見
直
し
が
必
要

か
ど
う
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
寒
地
土
木
研
究
所

に
投
げ
か
け
を
し
て
い
る
最
中

で
、
結
果
を
待
ち
な
が
ら
早
急
に

安
全
対
策
が
と
ら
れ
る
よ
う
対
応

し
て
い
く
と
い
う
考
え
で
よ
ろ
し

い
で
す
か
。

町
長　

そ
の
よ
う
に
理
解
し
て
い

た
だ
い
て
結
構
だ
と
思
い
ま
す
。

※
ほ
か
に
北
海
道
土
砂
災
害
警
戒

情
報
シ
ス
テ
ム
で
警
戒
レ
ベ
ル
４

と
な
っ
て
い
る
地
域
が
あ
る
が
、

災
害
時
に
地
域
住
民
の
方
に
ど
の

よ
う
に
情
報
発
信
を
し
て
い
く
の

か
と
い
う
こ
と
を
伺
い
ま
し
た
。

一般質問

↓
次
は　
一
般
質
問

遠
え ん ど う

藤 友
ゆ う こ

宇子 議員
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を
取
得
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、

国
保
病
院
に
行
か
れ
た
３
人
は
病

院
事
務
の
経
験
は
あ
り
ま
し
た
か
。

総
務
課
長　

全
員
が
国
保
病
院
の

事
務
は
未
経
験
で
し
た
。

　
　

　

病
院
事
務
経
験
の
な
い
職
員

を
充
て
る
人
事
異
動
を
な
ぜ
し
た

の
か
。

町
長　

事
務
長
を
は
じ
め
、
い
ろ

い
ろ
内
部
協
議
を
し
て
何
と
か
回

し
て
い
け
る
か
な
と
い
う
こ
と
で
、

人
員
配
置
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

病
院
事
務
を
経
験
し
て
い
な

い
３
名
が
配
置
を
さ
れ
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
も
か
か
り
大
変
で
し
ょ

う
。
原
案
を
作
る
側
も
過
去
の
事

例
、
人
間
関
係
に
配
意
し
、
雄
武

町
の
行
政
を
支
え
る
人
事
異
動
を

進
め
て
頂
き
た
い
。

町
長　

今
後
は
基
本
的
な
人
事
、

適
材
適
所
を
捉
え
な
が
ら
人
事
構

成
を
し
て
い
き
た
い
。

　

町
長
公
約
の
医
療
バ
ス
に
関

し
、
３
月
の
予
算
委
員
会
質
疑

で
「
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
だ
け
さ
せ

て
頂
き
一
旦
仕
切
り
直
し
を
さ
せ

て
く
だ
さ
い
。
委
託
し
た
業
者
か

ら
考
察
・
課
題
と
整
理
と
い
う
報

告
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
基
に
総
合

計
画
に
載
せ
る
べ
く
独
自
に
精
査

し
」
と
あ
る
が
、
ど
こ
に
着
眼
点

を
置
き
担
当
課
に
指
示
し
て
い
る

の
か
。

町
長　

運
行
す
る
方
向
で
指
示
を

し
て
い
ま
す
。

　　

そ
の
進
め
方
が
間
違
っ
て
い

る
。
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の

論
点
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
答
え

づ
ら
い
、
何
を
求
め
て
い
る
の
か

な
ど
と
色
々
あ
る
が
、
町
民
の
皆

様
が
何
を
求
め
て
い
る
か
町
長
公

約
か
ら
離
れ
た
精
査
を
す
べ
き
と

思
う
が
。

町
長　

私
の
気
持
ち
が
少
し
前
に

出
過
ぎ
て
い
る
の
か
な
と
思
い
ま

す
の
で
、
内
部
協
議
を
し
て
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

医
師
問
題
に
つ
い
て
、
平
岡

医
師
が
退
職
な
さ
れ
ま
し
た
。
私

も
３
回
ほ
ど
お
世
話
に
な
っ
て
お

り
世
間
話
が
好
き
な
先
生
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
が
、
３
月
25
日
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
拒
否
さ
れ
た
こ

と
は
医
師
と
し
て
の
立
場
を
考
え

る
と
非
常
に
残
念
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
自
身
の
診
察
日
に
来

た
患
者
に
「
私
は
こ
の
様
な
こ
と

で
辞
め
ま
す
」
と
ペ
ー
パ
ー
を
配

布
し
た
そ
う
で
す
が
、
私
は
理
解

で
き
ま
せ
ん
。
今
回
の
質
疑
で
、

病
院
長
と
設
置
者
の
中
で
院
長
と

相
談
し
た
結
果
、
平
岡
医
師
と
契

約
し
な
い
事
に
し
た
と
の
答
弁
、

再
質
問
に
は
な
ぜ
か
院
長
の
決
裁

み
た
い
な
答
弁
に
な
り
、
ま
た
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
拒
否
は
院
長
の
せ

い
だ
と
い
う
間
違
っ
た
噂
が
流
れ

た
こ
と
は
残
念
だ
と
思
い
ま
す
。

町
の
病
院
は
救
急
病
院
、
透
析
、

老
健
の
診
察
な
ど
大
事
な
こ
と
ば

か
り
で
す
。
改
革
を
す
る
に
も
地

道
に
や
る
べ
き
と
思
う
が
。

町
長　

今
後
、
病
院
改
革
を
ど
う

し
て
い
く
か
を
院
長
と
お
会
い
し

て
町
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
病
院
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　　

人
口
減
少
対
策
に
よ
る
町
づ

く
り
は
ど
の
様
に
進
め
て
い
る

か
。

町
長　

ど
こ
の
町
村
も
非
常
に
頭

を
痛
め
て
お
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
収
ま
っ
た

ら
、
懇
談
会
等
を
実
施
し
て
い
き

た
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
を
拒
否
し
た
平
岡
医
師
、
非
常
に
残
念

院
長
と
共
に
、
町
民
が
安
心
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

医
療
を
受
け
ら
れ
る
病
院
へ
（
町
長
）

役
場
人
事
異
動
と�

�

石
井
町
長
選
挙
公
約
に
つ
い
て

　

人
事
異
動
に
対
し
て
町
長
の

基
本
的
な
考
え
方
は
。

町
長　

長
期
間
同
一
業
務
に
従
事

す
る
こ
と
に
よ
る
マ
ン
ネ
リ
化
の

防
止
や
、
複
数
分
野
の
知
識
や
技

能
を
持
つ
人
材
を
育
成
す
る
事
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　　

人
事
異
動
の
最
終
結
論
は
町

長
が
下
さ
れ
ま
す
が
、
決
定
ま
で

の
プ
ロ
セ
ス
、
手
順
を
教
え
て
下

さ
い
。

総
務
課
長　

町
長
か
ら
大
き
な
部

分
で
の
指
示
の
も
と
、
副
町
長
と

総
務
課
長
で
原
案
を
作
成
し
、
そ

れ
を
基
に
町
長
、
副
町
長
、
教
育

長
、
総
務
課
長
で
協
議
を
し
て
町

長
が
最
終
決
定
を
し
ま
す
。

　　

４
月
１
日
病
院
事
務
に
３
名

の
人
事
異
動
が
な
さ
れ
、
５
月
30

日
に
再
度
人
事
異
動
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
そ
れ
は
１
人
が
病
気
休
暇

一般質問

長
な が の

野　誠
まこと

議員
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ホテル日の出岬に関する 質 疑 応 答

ホテル日の出岬（雄武町観光開発㈱）
【主な内容】令和３年度決算・令和４年度予算

Ｑ栁原　従業員に負荷がかかる夜間勤務につい
てどう考えるか。社長交代の話は。
Ａ税財管理課長　夜警で対応していた夜勤を職
員で回すことで、深夜でも金銭対応が可能となる
ことから顧客満足度アップを狙う。社長交代は取
締役会でも特に意見はなかった。

Ｑ遠藤　補助金の増額やコロナ禍による影響が
分かりにくい。影響額はいくらになるのか。
Ａ副町長　「コロナ禍でいくら赤字になったの
か」というのは見えづらい。分かりやすく説明す
るなら宴会収入が 534万円。829万円減額となっ
ている。この金額は数字として出てくるもの。一
方で町から補助も受けているため、一概に影響額
は計算できない。

Ｑ栁原　監査委員は将来的に女性視点のほうが良
いのではないか。今回は同じ人物への再任だが、
ほかの候補者はいなかったのか。同じ視点で見る
よりは変わったほうが良い。

Ａ町長　将来的には女性の登用も考えていく。ほ
かの候補者について
は現任者に確認し
て、再任への同意が
得られなければ考え
る。本人の意向を聞
いて考える。

Ｑ佐藤　生徒１人１台の整備は完了しているが、
なぜ追加購入が必要なのか。またネットワーク構
築の進捗状況はどうなっているか。

Ａ教育振興課長　購入の内訳は中学校生徒用110
台及び各校教員 50台。ギガスクール用として令
和２年度に中学校へ配置した 69台は、全て各小
学校に配置替えする計画。以前に整備したPC教
室分は校外持ち出しには不適切であるため、１人
１台の家庭持ち帰りを考慮した台数を購入する。
ネットワークは昨年度に授業用回線を増設し、現
在その動作を検証中である。必要があれば追加整
備も検討する。

Ｑ佐藤　町には魚介類だけではなく、酪農でも
有機畜産の認証に向けた動きが始まっている。町
の産業にもっと目を向けては。
Ａ税財管理課長　支配人とも食材について話し
ているジビエや安い魚（雑魚）を利用したメニュー
も話題になった。ＳＤＧｓとまでは行かないが、
そんなに高くなくとも「良い地元の食材」を使っ
ていければと思う。

Ｑ金田　キャンプ場客に対する早朝浴場営業が
ある。キャンプ場を利用しな
い場合も入浴は可能か。
Ａ税財管理課長　7時から８
時の営業時間中であれば、誰
でも入浴可能である。

６ 月
定 例 会

審 議 結 果

↓
次
は　
６
月
定
例
会
審
議
結
果

収　入 支　出 純利益
令和３年度
（決算） 243,519,988 円 253,189,534 円 -9,669,546 円

令和４年度
（予算） 238,948,000 円 248,765,709 円 -9,817,709 円

監査委員（識見を有する者）の選任
・任期満了となる監査委員
　（近江谷春夫氏）を引き続き選任する。
【期間】令和 4年６月 14 日～令和 8年 6月 13 日

財産の取得（小中学校授業用タブレット等）

・小中学校授業用タブレット等一式 160 台
（㈱小柳中央堂・15,933,500 円）の取得。



10
おうむ議会だより　第 181 号
2022.8 発行

一般会計補正予算（第２号）
【主な内容】
・民間賃貸住宅建設促進事業補助金	 3000 万円	 ・商工振興特別事業補助金	 600 万円

・資源ごみ分別保管倉庫建設工事	 890 万円	 ・新型ｺﾛﾅﾜｸﾁﾝ接種業務委託料	 	507 万 1千円

・ホテル日の出岬改修工事		 856 万 8千円	 ・農業経営規模拡大促進補助金	 500 万円

一般会計補正予算に関する 質 疑 応 答
Ｑ遠藤　民間賃貸住宅建設促進事業、昨年度と
今年度の申請者、交付額は。町長との関係性は。

Ａ税財管理課長　令和 3年度は石井幸子氏（町
長の兄の妻）2041 万円、加藤崇之氏 1500 万円。
令和 4年度は石井昭藏氏（町長の兄）2310万円、
佐藤辰耶氏3000万円。

Ｑ嶋村　農業経営規模拡大促進補助金 500 万円
増、ロボット搾乳舎の規模や事業内容は。

Ａ産業振興課長　個人農家に対し補助を行うも
ので、現在88頭の飼養頭数を5年後に 30頭増と
する予定。畜産経営体生産性向上対策事業等を活
用しながらロボットを導入する。

◎豊年橋外修繕工事
　㈱ながの（雄武町）
　　代表取締役　長野　誠
　・契約金額　5841万円

◎公営住宅潮見団地本体建設工事
（建築主体）
　㈱オダ建設（雄武町）
　　代表取締役　瓶子　博克
　・契約金額　1億 659万円

◎雄武浄化センター高圧受変電設備及び
　自家発電設備改築更新工事
天内・浜口特定建設工事共同企業体（北見市）
　　代　表　者　天内工業㈱
　　代表取締役　伊藤　嘉高
　・契約金額　1億 8276万 5千円

Ｑ嶋村　保育士紹介手数料 49 万円、保育士不
足の経緯と紹介団体の概要は。

Ａ総務課長　保育士は過去から募集をかけてい
るが採用に至らず、昨年度は５人募集で採用者が
なかった。有料の人材紹介サービス会社を活用し
不足する保育所職員を補充する。

Ｑ栁原　民間賃貸住宅補助金、補正を行い６千万
円としたが実際の額は 5310 万円。700 万円近
い予備的なものを出した根拠は。

Ａ税財管理課長　補正予算の取りまとめ期限時
点で申請２件が見込まれたことから、補助上限額
6000万円に対する不足額を補正した。

提言 栁原　取りまとめ期限時点で普通は情報が
入るはず、苦しい答弁。補正が足りなければその
都度やればいい。

×　原案に反対　×
◇遠藤…同一家庭の方が 2 年連続で建築。
　　　　4351 万円がもらえる制度設計。
　　　　住宅建設できる町民は限られる。
　　　　公平性に欠ける。

【原案裁決】
賛成５（佐藤、溝田、嶋村、福原、長野）　
反対３（栁原、金田、遠藤）　　→

討 論

工事請負契約　※一部抜粋

※お詫びと訂正
議会だよりNo.180 の内容に
誤りがありました。お詫び
して訂正いたします。
【2ページ】
各会計の当初予算

誤 正
簡易水道 後期高齢者医療
公共下水道 介護保険
介護保険 介護サービス
介護サービス 介護老人保健施設
後期高齢者医療 簡易水道
介護老人保健施設 公共下水道
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その他の採決結果

６

月

定

例

令和３年度一般会計繰越明許費繰越計算書（20件・1億9691万 2千円）
令和３年度介護サービス事業特別会計繰越明許費繰越計算書（1件・2810万円）
歳出予算の経費のうち、その性質上又は予算成立後の事由に基づき、年度内にその支出を終わ
らない見込みのあるものについては、予算の定めるところにより、翌年度に繰り越して使用す
ることができる。（翌年度の５月３１日までに繰越計算書を調製し、議会に報告する。）

報　告

一般会計事故繰越し繰越計算書（2件・237万 3500円）
歳出予算の経費のうち、年度内に支出負担行為をし、避けがたい事故のため年度内に支出を終
わらなかったものは、翌年度に繰り越して使用することができる。（翌年度の５月３１日までに
繰越計算書を調製し、議会に報告する。）

報　告

和解及び損害賠償の額の決定
音稲府浄水場配水流域の断水に係る復旧作業により与えた損害に対し、その賠償額を決定し和
解を成立させるため。

可決（異議なし）

介護保険事業特別会計補正予算（第1号）
モービルMRI 事業実施委託料の増。（2万 5千円）

可決（異議なし）

雄武町過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正
所得税法等の一部を改正する法律及び租税特別措置法施行令等の一部を改正する政令の施行に
伴うもの。

可決（異議なし）

工事請負契約締結（西紋別地区環境衛生センター解体工事（その１））
土木施設解体撤去一式。（日東・藤共特定建設工事共同企業体・8910万円）

可決（異議なし）

工事請負契約締結（西紋別地区環境衛生センター解体工事（その２））
建物内部機械設備及び電気設備の解体撤去。（天内工業㈱・5676万円）

可決（異議なし）

北海道市町村職員退職手当組合規約の変更
北海道市町村総合事務組合規約の変更
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更
新設団体の加入に伴い、各組合から組合規約の変更について協議があったため。

可決（異議なし）

森林・林業・木材産業によるグリーン成長に向けた施策の充実・強化を求め
る意見書（提出：長野議員　賛成：福原議員） 可決（異議なし）

議員派遣について
議員の資質向上と議会の活性化に資するため、全議員を北海道町村議会議長会主催の議員研修
会に派遣するもの

可決（異議なし）

賛否が分かれた議案

議　員　名

議　案　名

佐
　
藤
　
　
　
寧

栁
　
原
　
浩
　
之

金
　
田
　
壽
　
夫

遠
　
藤
　
友
宇
子

溝
　
田
　
昌
　
志

嶋
　
村
　
義
　
文

福
　
原
　
峯
　
雄

長
　
野
　
　
　
誠

橋
　
詰
　
啓
　
史

審
議
結
果

【6月・第４回定例】一般会計補正予算 ( 第 2号 ) 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 － 可決

議員ごとの賛否内訳と審議結果
〇…賛成　×…反対　欠…欠席　■…討論
－…議長　※議長は賛否同数の場合のみ裁決を行います

↓
次
は　
議
会
日
誌
・
あ
と
が
き
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編
集
あ
と
が
き

　

日
本
を
代
表
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
桑

田
佳
祐
さ
ん
が
同
世
代
の
４
人
の
仲
間
と

「
時
代
遅
れ
のR

ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル

ock'n'R
oll�B

バ

ン

ド

and

」

と
い
う
楽
曲
を
５
月
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

彼
ら
は
歌
い
ま
す　

「
平
和
」
と
い

う
文
字
が
朧
お
ぼ
ろ

げ
に
霞か
す

ん
で
い
る
。「
平
和
」

と
い
う
言
葉
の
意
味
さ
え
虚う
つ

ろ
に
響
く
と

　

昨
今
の
ど
こ
か
重
々
し
い
空
気
感
を

見
事
に
言
い
表
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
、
多
く
の
人
た

ち
の
生
活
様
式
が
変
わ
り
、
世
界
中
を
閉

塞
感
が
覆
い
ま
し
た
。
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
攻
で
、
両
国
と
も
に
子

ど
も
を
含
め
た
数
多
く
の
犠
牲
者
が
出
て

い
ま
す
。
そ
し
て
７
月
８
日
安
倍
元
総
理

が
遊
説
先
の
奈
良
県
で
銃
撃
さ
れ
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

不
穏
で
不
安
な
風
が
吹
く
中
で
も
、
私

た
ち
は
顔
を
上
げ
「
大
人
が
全
力
で
子
ど

も
の
命
を
守
る
。
誇
り
高
き
自
由
と
は
そ

う
い
う
も
の
だ
」
と
い
う
言
葉
を
体
現
す

る
た
め
に
、
希
望
を
持
っ
て
前
に
進
ん
で

行
け
る
こ
と
を
強
く
願
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長　
　

佐　

藤　
　

寧

会議 誌日３月

3 日 第 5回広報特別委員会開催

８~　
18日 第 2回定例会開催

14日 全員協議会開催

22日 第 4回議会活性化調査特別委員会開催

４月

７日 全員協議会開催

〃 第 5回議会活性化調査特別委員会開催

８日 雄武高等学校入学式出席、議長外 4名

14日 議会運営委員会開催

〃 第 3回臨時会開催

26日 全員協議会開催

５月

６日 第 6回広報特別委員会開催

９日 オホーツク町村議会議長会役員会（佐
呂間町）出席、議長

17日 第 6回議会活性化調査特別委員会開催

18日 第 7回広報特別委員会開催

〃 令和4年度雄武町商工会通常総会出席、
福原産業厚生常任委員長

19日
令和 4年度オホーツク紋別空港利用・
整備促進期成会定例総会（紋別市）出
席、議長

23日 令和 4年度宗谷線活性化推進協議会定期
総会（名寄市）出席、議長

24日 第 8回広報特別委員会開催

27日 西紋別地区総合開発期成会要望活動（網
走市）出席、議長

28日 令和 4年度オホーツク圏活性化期成会定
期総会（北見市）出席、議長

〃
自由民主党北海道第１２選挙区支部オ
ホーツク管内ブロック協議会、令和 4年
度政経セミナー（北見市）出席、議長

〃 田畑裕明総務副大臣への要望会（北見市）
出席、議長

28日 第 43 回雄武中学校運動会出席、溝田総
務文教常任委員長

30日 令和 4年度雄武町社会福祉協議会定時評
議員会出席、福原産業厚生常任委員長

６月

1 日 全員協議会開催

2 日
令和 4年度遠紋地区市町村議会議長会
総会（遠軽町）出席、議長

3 日 議会運営委員会開催

5 日
各小学校運動会出席（沢木小・遠藤産業
厚生常任委員会副委員長、共栄小・溝田
総務文教常任委員会委員長）

11 日 議会運営委員会開催


